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１ 単 元 名 みんながよろこぶ あすはばカレンダーをつくって，うろう

２ 単元について
(1) 単元の価値

本学級の子どもたちは，明るく，元気があり，特に学習の見通しをもつことで，意欲的，主体
的に活動に取り組むことができる。また友達とかかわることができる活動を特に好んでいる。表
現する活動の面では，休み時間，自分のかきたい絵を描いたり，絵物語をかき上げたりする様子
が見られる。しかし，表現する方法は色鉛筆やクレヨンを使ったお絵かきが中心で，それ以外の
表現の経験があまりなく，表現する様々な楽しさを十分に味わっていない面がある。人とのかか
わりの面では，あいさつなど決まった場面での周りの人との簡単なやりとりについて，それぞれ

， 。 ，の発達段階に応じた適切な内容を話し 伝えることができるようになってきている これからも
設定された場面で決まった内容をやりとりする活動を行い，子ども自身ができたと感じる成功経
験を更に増やし，周りの人との簡単なやりとりに対する意欲を高め，その方法を身に付けていく

。 ， ，必要がある 金銭の取り扱いについては お店での買い物学習や家庭での生活経験などを通して
お金を支払い，その代わりに品物を受け取りという基本的なお金の働きや意味を理解している。
あすなろ学級の子どもたちについては，どのお金でどれだけ払えばいいのかといったお金の支払
いに関する内容がまだ十分定着しているとはいえない面がある。また，はばたき学級の子どもた
ちについては，金額の計算に自信がない子どもや，計算は確実にできるので今後，どれだけ使っ
たかといった記録を付けていく必要がある子どもなど，それぞれ課題をもっている。

そこで本単元では 「カレンダーづくり」を学習に取り入れることで，昨年までの活動を生か，
して，見通しをもって主体的に活動できるようにする。そして自分の気持ちや考えを基にいくつ
かの技法を使って，月ごとのカレンダーの絵を自由に表現する楽しさを味わい，学習に意欲的に
取り組むことができるようにする。その後，作ったカレンダーを売ったり，買ったりする活動の
中で，お金のやりとりをしたり，客やお店の人との会話のやりとりをしたりする活動を通して，
「あいさつ 「質問への返事 「相手に簡単な用件や希望を伝えること」ができるようにする。」， 」，
そして，お金を大切に扱い，簡単な金額の品物について，正しく支払いをしたり，計算したり，
記録したりすることができるようにする。また，これらの活動を通して，友達と一緒に協力して
活動することの楽しさを味わうことができるようにする。
指導に当たっては，単元の導入でこれまでの学習を写真やＶＴＲで振り返り，カレンダーづく

りの計画を立てることで，活動への見通しをもち，主体的，意欲的に取り組むことができるよう
にする。カレンダーの絵については，これまでまだ子どもが経験していないコラージュやこすり
だしなどの表現技法を実際に体験させることで，様々な表現活動の楽しさに気付き，味わうこと

。 ， ，ができるようにする さらに カレンダーのお店の装飾や宣伝ポスターづくりの活動も取り入れ
表現する楽しさをより多く味わわせるとともに，成就感，達成感を感じることができるようにす
る。次に，カレンダーを売ったり買ったりする活動の際には，それぞれ店員役と買い物客役に分
かれ，お互いに協力して取り組んでいくようにすることで，友達と楽しみながら学習を進めてい
くことができるようにする。またそれぞれの役割において，どの場面でどのような言葉をやりと
りすればよいかが分かるように掲示したり，ワークシートにまとめたりして，活動中いつでも振
り返ることができるようにする。なお，やりとりの言葉を精選したり，カレンダーの金額を子ど
もの実態に合わせて，支払いを１００円硬貨のみで行えるようにしたり，電卓を用いて，計算が
苦手な子どもも確実に計算できるようにしたりするなどして，子どもが自信をもって活動に取り
組み，めあてを達成することができるようにする。また，活動の進め方やお金の計算の仕方，金
額の記録を書き入れ，まとめることができる「あすはば屋ノート」をそれぞれの課題に合わせて
準備し，活用していくようにする。そして，買い物を通じて，人とのやりとりや，お金の取り扱
い方についての活動を繰り返し，その度に教師の手立てを意図的に少しずつ減らしながら学習を
進めていき，子どもが自身でできることが少しずつ増えていくようにする。

このような学習を通して，人と楽しみながらかかわっていく経験を積むとともに 「学び」を，
生かして，家庭での取組を喚起することで，周囲の人といっしょに余暇を楽しもうとする態度を
養い，生活に生かしていくことができると考える。また，自分が頑張ってつくったカレンダーを，
みんなでつくり上げたお店で働いて，売ることができたという喜びや達成感は，子どもの自己評
価を高め，もっと頑張ろう，もっとできるようになりたいという，これからの生活単元学習への
意欲へとつながり，それが，子どもの生活を更に楽しく豊かにしていくことになると考える。

(2) 単元の目標
○ 「あすはばカレンダーづくり」に見通しをもち，いろいろな技法で季節の絵をつくりあげた
り，つくったカレンダーを売り買いしたりする活動を主体的に楽しもうとする。

○ 準備したいくつかの画材や技法の中から，自分の好きな方法を選び，カレンダーの絵をつく
りあげることができる。

○ カレンダーを売り買いする活動を通して 「あいさつをする 「相手の質問に答える 「相， 」， 」，
手に簡単な用件や希望を伝える」などのやりとりができる。



○ お金を大切に扱い，計算，準備がしやすい金額の品物について，支払いをしたり，計算した
り，記録したりすることができる。

○ カレンダーをつくったり，売り買いしたりする活動を友達と協力して楽しみながら行うこと
ができる。

(3) 子どもの実態（単元に関する実態）
教育的ニーズ
○ 周りの友達とかかわりながら活動することができる。
○ 一人で買い物をすることができる。
○ 余暇を楽しむための活動を見付けることができる。
単元の目標
○ 友達と道具や材料などの貸し借りをしながら，協力して活動することができる。
○ 店員との簡単な受け答えをして，買い物をし，買った物を持ち帰ることができる。
○ 見本やつくり方カードを見ながら，楽しんでカレンダーをつくることができる。

関心・意欲 ・態度 国語に関連すること 算数に関連することＡ 工作の技能 安全面
・実物や写真や絵 ・手先を使う細かい ・気持ちが冷静な ・話をすることが ・お金の種類を理児
で活動の見通しが 作業は苦手である。 ときは，危ないこ 大好きで，様々な 解することができ
もて，何をするか 切ったり，はったり とについて考え， ことを自分から話 る。100円単位の
が分かると，課題 する際は場所を指示 安全に行動しよう したり，質問した 金額は100円硬貨３ あ
に最後まで取り組 して，一緒に作業を とする。しかし， りするが，話が一 で支払うことがで年 す
もうとするが，意 する必要がある。 慌てて，注意力が 方的になることが きるようになってな
欲を持続するため 散漫になることが 多い。場に応じた きた。確実に支払ろ
に言葉掛けが必要 ある。 受け答えには，教 うことができるよ
である。 師の言葉掛けが必 うに繰り返し練習

要である。 する必要がある。
Ⅲの検査結果分析と支援の方向性WISC-

○ 言葉での入力，処理が得意である。
→ 簡潔な言葉で丁寧に説明することで，理解しやすくする。

○ 聴覚的記憶は苦手だが，視覚的記憶は得意である。
→ 言葉で説明した後，板書したり，写真や絵カードで示したりすることで，必要な
情報を覚えることができるようにする。

○ 細かい部分を見分けることや再現することが苦手である。
→ 見通しをもたせる際は一目で分かる絵や写真を使うようにすることで，理解しや
すくする。

教育的ニーズ
○ 他者とのかかわりを大切にすることができる。
○ 店に行って，生活に必要なものを買うことができる。
○ 出来事や気持ちなどを絵に描いて表現する楽しさを味わうことができる。
単元の目標
○ 使いたい道具を「貸して」と言って借りたり 「ありがとう」と言って返したりできる。，
○ 店員との簡単な受け答えをして，買い物ができる。

， 。○ 季節に合う内容を本などから探し 楽しみながら絵などの作品に表すことができる
関心・意欲 ・態度 国語に関連すること 算数に関連すること工作の技能 安全面

・実物や写真や絵 ・折り紙や牛乳パッ ・初めて使う道具 ・受け答えは短い ・金額の大小を理Ｂ
を掲示しておき， クなどの身近な材料 や，注意を促した 言葉ですることが 解することができ児
活動の見通しがも を使って動物を作る 道具を使う際には できる。手順があ るが，二つ以上の，
てると，落ち着い ことが得意である。 教師に何度も確認 る場合は繰り返し お金の種類が混ざっあ
て活動し最後まで ・休み時間に本を見 する。教師と一緒 練習する必要があ ている代金を支払３ す
取り組もうとする ながら，自由帳など なら使うことがで る。 う際は，教師の助年 な 。

に絵を描くことが好 きる。 言が必要である。ろ
きである。

Ⅲの検査結果分析と支援の方向性WISC-
○ 長期記憶は苦手であるが，視覚的入力を基に考えたり，判断したりすることが得意
である。
→ 視覚的情報を掲示することで，いつでも確認することができるようにする。

○ 考えたり判断したりすることに時間がかかる。
→ 情報を与えてからしばらく考える時間を与えるようにすることで，自分の力で考
えることができるようにする 。。

教育的ニーズ
Ｃ ○ ルールや順番を守りながら，友達とかかわって活動することができる。
児 ○ お店に行って，生活に必要なものを買うことができる。

あ ○ 身の回りの危険についての理解を深めることができる。
３ す 単元の目標
年 な ○ ルールを守りながら道具の貸し借りをすることができる。

ろ ○ 買い物の手順を知り，お金を大切に扱って買い物をすることができる。
○ 道具を安全に使って，作ったり描いたりすることを楽しむことができる。



関心・意欲 ・態度 国語に関連すること 算数に関連すること工作の技能 安全面
・興味のある学習 ・手先を使う細かい ・活動に夢中になった ・お店屋さんごっこ ・大きな金額の大小
には積極的に取り 作業は苦手で時間が り，感情が高ぶったり などでは，決められ や加減には抵抗があ
組む。苦手な内容 かかる。はさみを使っ すると，道具の安全な た言葉を大きな声で る。教師が言葉で指
になると，取り組 て決められた形に切っ 使い方を忘れてしまう 言うことができる。 示した種類のお金を
むまでに時間がか たり，決められた場 ことがある。また，指 丁寧な言葉遣いがで 支払うことができＣ
かるため，励まし 所にのりではったり 示を最後まで聞かない きないことがあるた る。数種類のお金を児
ながら取り組ませ する作業は支援を必 うちに行動に移してし め，言い方を練習す 使って支払うことを
る必要がある。 要とする。 まうことがある。 る必要がある。 苦手としている。

３ あ Ⅲの検査結果分析と支援の方向性WISC-
年 す ○ 耳慣れない言葉や長い言葉による指示は理解が難しい。

な → 短い言葉による指示をすることで，理解しやすいようにする。
ろ ○ 順を追って考えることが苦手である。

→ 一つでこれをするということが分かる写真や絵，具体物を見せることで，自分な
りに考えて行動することができるようにする。

○ これはよい，これはだめということが理解できていないことが多い。
→ 理由を簡潔にして説明することで，良いこと悪いことがはっきり分かるようにする。

教育的ニーズ
○ よくある場面で，相手に失礼のないように会話をすることができる。
○ 身の回りの物を使って，自分で楽しく表現，工作をすることができる。
○ 自分のお金や，貴重品などを大切に扱うことができる。
単元の目標
○ 見本や作り方カードを見ながら，身の周りの物を利用した簡単な画材などでカレン
ダーの絵を描き上げることがができる。

， 。○ 買い物の時のお店の人や買い物客とのやりとりを 実際に自分で行うことができる
○ カレンダーを介したお金のやりとりを通して，簡単な売買の仕方を理解し，お小遣

Ｄ い帳を付けるなど，生活の中に生かすことができる。
関心 ・意欲・態度 国語に関 連すること 算数に関連すること児 工作の技能 安全面

・課題にもよるが ・手先を使う細かい ・危険に対して大変敏 ・友だちとの会話で簡 当該学年までの・
実物や写真，絵で 作業には時間がかか 感で，熱をもっていた 単なやりとりを行うこ 学習内容は確実に
活動の見通しがも る。はさみを使って り，刃物や先がとがっ とができる。簡単な質 身に付いてきてい４
てると，進んで発 決められた形に切っ たりといった明らかに 問に対しても，およそ る。金銭的な計算年 は
表するなど意欲的 たり，決められた場 危険な物については， 的確に答えることがで についても，加減ば
に取り組もうとす 所にのりではった 自分からは触ろうとし きるが，たまに補足説 の計算を正しく使った
る。周りの友だち り，セロハンテープ ない。しかし，危険を 明が必要な場合もある て，必要なお金やき 。
や教師と色々なか で強くとめたりする 予想することが十分で 言葉に出してしっかり お釣りを自分で計
かわりをもつこと 作業は支援があれば ない面もあるので，十 と発表することは，よ 算して求めること
を好む。 できる。 分な注意が必要である く身に付いている。 ができる。。

Ⅲの検査結果分析と支援の方向性WISC-
○ 時間を追って，活動内容や手順を理解したり，これからの学習の進め方を考えたり
することを得意としている。
→ 手順の説明を写真などを活用して掲示することで，しっかりと見通しをもつこと
ができるようにする。

○ 言語による指示については，注意不足のために内容を理解し損なうところがある。
→ 言葉を掛ける際には，注意をしっかりと向けさせてから行うようにする。

教育的ニーズ
○ 相手に失礼のないように簡単な会話の受け答えができる。
○ 身の周りの物を使って，自分で楽しく表現，工作をすることができる。
○ 自分のお金や，貴重品などを大切に扱うことができる。
単元の目標
○ 見本や作り方カードを見ながら，身の周りの物を利用した簡単な画材などでカレン
ダーの絵を描き上げることがができる。

， 。○ 買い物の時のお店の人や買い物客とのやりとりを 実際に自分で行うことができる
○ カレンダーを介したお金のやりとりを通して，簡単な売買の仕方を理解することができる。

関心 ・意欲・態度 国語に関 連すること 算数に関連することＥ 工作の技能 安全面
・ものづくりや絵 ・手先を使う細かい ・危険な面のある道 周りの友だちや先 問題となる場児 ・ ・
に表す活動に対し 作業には時間がかか 具や材料等に対して 生方に尋ねられると， 面で，加減の意味，
て，意欲的に取り る。はさみを使って 注意深く取り扱おう 自分の状況や考えを簡 を理解して，立式

， ，４ は 組むことができ 決められた形に切っ とする。しかし，早 単に話すことができ し 電卓を使って
る。周りの友だち たり，決められた場 くしようと慌ててい る。しかし，会話のや 答えを正しく求め年 ば
や先生方とかかわ 所にのりではった るときなどには，注 りとりをする中で，慣 ることができる。た
りをもつことにつ り，セロハンテープ 意不足になることも れないこともあって， １０００までの数き
いては，不安があ で強くとめたりする あるので，十分な注 とまどってしまう面も の大小も良く理解
り，慎重な様子が 基本的な作業も支援 意が必要である。 あり，繰り返し体験す している。
見られる。 があればできる。 ることが必要である。



Ⅲの検査結果分析と支援の方向性WISC-
○ いつも使う物，よく見る物については，内容を理解して，自信をもって取り組むこと
ができる。
→ できるだけ身近なもの，よく使う物を材料として準備し，活動に生かせるようにす
る。

○ 絵を見て内容を推理することは得意であるが，その内容が定着するのはなかなか難し
い面がある。
→ 学習内容を写真や図で説明し，その内容を掲示しておくことで，見通しをもちやす
くする。

○ 手順をおって考えることを苦手としている。
→ 活動全体の見通しを示し，その上で現在の位置がどこなのかをはっきりと示してお
くことで，活動に対する不安を無くし，意欲的に取り組むことができるようにする。

３ 指導に当たって
本単元の指導に当たっては，子ども一人一人が分かりやすく 「学び」を生かしやすい学習指，

導を展開するために，以下の点に留意して指導していく。

○ 研究の視点１ 分かりやすく 「学び」を生かしやすい授業づくり，
・ 単元マップを作成することで，単元全体の学習の進め方や，今何を学習しているのかを視覚
的に理解し，見通しをもつことができるようにする。また単元マップだけでなく，これまでの
活動の写真や，ワークシートのコピー，使った資料などを学習した順番に並べ，掲示していく
ようにすることで，これまでの学習の経過を子ども自身が振り返り，活用することができるよ
うにする。なお，その際，活動内容が分かるような短い見出しを付け 「学び」を生かすこと，
ができるように工夫する。

・ カレンダーづくりの際に取り組んだ表現方法を生かして，その後の活動でお店づくりの看板
やのぼり，ポスターなどを描くようにする。またカレンダーを売り買いする活動では，一緒に
活動する相手を最初にクラスの友だちで３回行い，その後学校職員を相手に行うようにする。
そのような繰り返しのある指導過程を意図的に設定し，子ども自身が前時までの「学び」を生
かして，学習を進めていくことができるようにする。また，その際，特に「学び」を生かして
ほしい内容については，板書左の「学び」の振り返りの場に提示し，見出しを付けながら振り

。 。返るようにする そして学習中も生かしていくことができるように言葉掛けを行うようにする
・ カレンダーを売り買いする活動で，店員とお客に分かれてそれぞれ練習をする際に，活動の
様子をＶＴＲで撮影し，頑張ったところを実際に見せながら称賛したり，子ども自身が声の大
きさや表情，受け答えの正確さなどのよいところをよりはっきりと意識したりできるようにす
る。また，活動中の画像を短い文章も添え，視点をはっきりと示して子どもたちに見せること
により，これまでの「学び」を振り返らせることができるようにする。

○ 研究の視点２ 「学び」を生かすための家庭や交流学級との連携づくり
・ 「連携用単元シート」を作成し，保護者に配布する。その内容については，単元の指導計画
を簡単に示した上で 「個別の指導計画」の目標と学習内容の関連を分かりやすく表すように，
する。また 「夢を語る会」での話し合いの内容を生かし，学習内容と将来の生活との関連も，
具体的に表記するようにする。また，学習活動の様子を撮影したＶＴＲも保護者に配布し，子
どもの頑張りや変容を実際に確かめてもらえるようにする。このように，教育的ニーズとのか
かわりや将来の生活とのかかわりを明らかにし，ＶＴＲも活用しながら学習内容への理解を促
していくことで，保護者の協力がより得られやすくなり，表現活動を家庭で取り組んだり，買
い物をするときの取組などの働き掛けがより多く具体的に行われるようになると考える。そし
て，子ども自身が学校，家庭の両方で「学び」を生かして取り組むことのよさを感じることが
できるようにし，学習に対する意欲をより高めることができるようにする。

・ 意図的に交流学級の子どもたちとの活動を位置づけ，活動の中に，一緒に表現活動を行った
り，カレンダーを売り買いする活動に参加してもらったりなど，人とのつながりを感じられる
ようにするとともに，より成就感や達成感を感じることができるようにする。

４ 指導計画（全２０時間） 家庭・在籍校との連携
次 指導のねらいと主な学習内容 目 標時 間

「あすはばカレンダーづくりの計画を立てよう」 【家庭】
【指導のねらい】 ○ 親子で表現活動を

。これまでの「学び」を生かして，カレンダーづくりの計画 楽しむことができる
を立てることができる。 【交流学級】
【活動内容】 ○ 交流学級の子ども

１ １ １ 昨年までのカレンダーやフェスタ山下，買い物学習の写 たちと一緒に，表現
次 真や資料を見て これからの学習の流れについて想起する 活動を楽しむことが， 。

２ 今年もカレンダーを販売することを知り，必要なことを できる。
考え，発表し，カードにまとめる。

３ カードにまとめて カレンダーづくりの計画表をつくる 連 携， 。
４ 教師も含めて，月ごとの分担について話し合い，分担月 【家庭】
を決定する。 ○ 連携用単元シート

「つくり方を考えて，自分なりの方法で楽しいカレンダーの を渡して，単元の流
絵をかこう 」 れや目標について共。
【指導のねらい】 通理解する。



教師の紹介する方法や道具を自由に使って，表現活動に主 ○ 子どもが好んだ表
体的に取り組むことができる。 現方法や道具を家庭
【活動内容】 用にも準備して，休

６ １ 準備した表現方法や道具を提示し，教師が実際にやって みの日など一緒に表
みせる。 現活動をすることが

２ 教師と一緒に表現活動に取り組む。 できるようにする。
※ここまでを何回か繰り返して 色々な表現方法を紹介する 【交流学級】， 。
３ これまでの「学び」を生かして，方法や道具を決めて， ○ 子どもの担当が決

２ 自分の担当する月の絵を表現し，完成させる。 まっていない月の絵
次 「できあがったカレンダーをみんなで見て，頑張ったことを の枠を準備して，交

お話ししよう 」 流学級の子どもたち。
【指導のねらい】 と一緒に休み時間に

写真やＶＴＲを基に活動を振り返ることで，楽しかったこ 描くことができるよ
とや自分にできたことを発表することができる。 うにする。

１ 【活動内容】
１ できあがった作品，それまでに取り組んだ作品，活動の
様子の写真，ＶＴＲなどを使って，学習を振り返る。

２ 自分の気持ちや友だちの作品への簡単な感想を，教師と
一緒に考え，発表する。

３ お店を開くというこれからの学習について，考える。
「カレンダーのお店「あすはば屋」を開こう」 目 標
【指導のねらい】 【家庭】

教師が準備したお店の外装を見て，店に対するイメージを ○ 実際に買い物に行っ
ふくらませ，お店に必要な看板やポスターなどをつくり上げ て，自分で合計金額
ることができる。 を決めて，正しくお
【活動内容】 金を渡すことができ

５ １ 前時までの活動を振り返り，カレンダーのお店を開くこ る。
とを確認する。 【学校・交流学級】

２ 教師の準備したカレンダーのお店や身の回りのお店の様 ○ 「お店屋さんごっ
子を見て，自分たちの作りたいお店を考える。 こ」に参加した人と

３ これまでに取り組んだ方法を振り返り，自分なりの方法 楽しく活動すること
で，お店に必要な物や飾りなどをつくる。 ができる。

４ 実際にお店に飾ったり並べたりする。
「つくったお店で，お店屋さんごっこをしよう （本時）。」

３ 【指導のねらい】 連 携
お店屋さんごっこを通して，買い物客とお店の人の簡単な ○ 学校での学習内容

本 会話のやりとりや，お金の計算をすることができる。 について詳しく知ら
３ 時 【活動内容】 せ，買い物の際に，
次 １ 前時までの活動を振り返り，めあてを確認する。 子どもがお金の計算

（
２ ２ 自分の役割の仕方について，教師と一緒に確かめる。 に実際に取り組むこ
／ ３ 実際に，はばたき学級の子どもが店員に，あすなろ学級 とができるようにす
３ の子どもたちはお客になって，お店屋さんごっこをする。 る。

４ 学習を振り返り，次時の学習について考える。 ○ 教師が協力を呼び

）

「学校であすはば屋を開いて，カレンダーを売ろう 」 掛け，実際にお店に。
【指導のねらい】 買い物に来てもらえ

。 ，これまでの学習を生かして，学校職員を対象に校内でカレ るようにする また
ンダー販売を行い，実際にお客との簡単なやりとりや，お金 短く簡単なアンケー
の計算をすることができる。 ト用紙を準備し，子

３ 【活動内容】 どもたちに感想が伝
１ これまでの学習を振り返る。 わるようにする。
２ 実際に店員になって，客になって来てくれる学校職員を
相手に，カレンダー販売を行う。

３ 学習を振り返り，感想をまとめ，これからの学習につい
て考える。

フェスタ山下（１２月 ７日）
「楽しかったことを発表しよう 」。
【指導のねらい】

写真やＶＴＲを基に活動を振り返ることで，楽しかったこ
４ とや自分にできたことを発表することができる。
次 １ 【活動内容】

１ 活動中の写真，ＶＴＲなどを使って，学習を振り返る。
２ 簡単な感想を，教師と一緒に考え，発表する。

， ， 。３ 学校 家庭でのこれからの活用について 思いを広げる



５ 本 時（はばたき学級 （１５／２０））
(1) 目 標

○ 楽しみながら，友達と一緒にお店屋さんごっこをすることができる。
○ 「カレンダー○冊で○円です 「それでは，カレンダーをどうぞ」の代金を教える言葉と，」，

品物を渡す言葉を相手に伝えることができる。

個 Ｄ児 ４年 ○ 買い物客と会話のやりとりをヒントカードなしで行うことができる。（ ）
人
目 Ｅ児 ４年 ○ ヒントカードも活用しながら，買い物客と会話のやりとりをすること（ ）
標 ができる。

(2) 展 開
主 な 学 習 活 動 教 師 の 指 導過程 時間

○ 前時の写真やＶＴＲを見て，前時に頑張ったこ(分) １ 前時までの学習を振り返る。
とを振り返り，称賛することで，本時への意欲を
高めることができるようにする。２ 学習計画を確認する。

○ 単元マップ上で，本時の学習内容の部分を
朱枠で囲んだり，前時，本時，次時のつなが

(4)
３ 本時のめあてを確認する。

りについて確認したりすることで，活動の見金がくとカレンダーをわたす言葉を
通しをもつことができるようにする。正しく伝えて 「あすはば屋店員のぼ，

， ，うし」をもらおう。 ○ Ｅ児については 写真と簡単な文を使って
活動の流れを確認できるようにする。紹介す(1) めあてを言葉に出して読む。
る写真は，内容が一目で分かるように絞り込(2) めあてをワークシートに書き写す。
んだものにし，言葉と合わせて理解しやすいみ
ように工夫する。と ４ 学習の進め方を確認する。

お お客さんが入ってきてから ○ 「あいさつ 「注文を聞くこと 「代金を」， 」，
」，「 」 ，す (1) あいさつをする。 伝えること 品物を渡す言葉 については

(10) (2) お客さんの注文を聞き，計算し 簡単な例文を準備し，ワークシート，黒板の
て，代金を伝える。 両方で確認できるようにしておくことで，活

(3) お金を受け取って，計算し，言 動への見通しをもたせ，自信をもって活動す
葉を掛けながら品物を渡す。 ることができるようにする。

○ Ｄ児については，ワークシートに売った数(4) あいさつをする。
と売上金額を記録する欄を設け，金銭のやり(5) 「あすはば屋ノート」に記録す
とりを記録する。その際，記録の付け方で活る。
動が滞りそうなときは，教師から記入の仕方
をやって見せながら具体的に示し，活動へ自５ 実際に店員，客のやりとりについて

。教師も交えて，交代で練習する。 信を持って取り組むことができるようにする
○ Ｅ児については，かけ算の意味理解をする(1) 練習をする。
必要があるので，乗数，被乗数を図で表し，か (2) ＶＴＲを見て，練習の様子を振り
かけ算の内容をイメージしながら計算できるつ 返る。
ようにする。うまく計算できない時には，実ど (3) 振り返ったことを基に，もう一度
物と金額のカードを使って具体物で説明を行う 練習をする。
うようにする。す

○ Ｄ児，Ｅ児ともに，ＶＴＲで振り返るときる ６ あすなろの友達を相手に，店員役で
の主なポイントは 「あいさつ 「代金を伝(24) お店屋さんごっこをする。 ， 」，
える言葉 「品物を渡す言葉」を言うことが」，
できたかについてであることを板書し，伝え
ることで，意識して取り組むことができるよ
うにする。また振り返るとき，できていたと
ころは板書に○を付けていくことで，次の練
習に生かすことができるようにする。ふ

り ○ 称賛しながら「あすはば屋店員の帽子」を
か ７ 本時の学習について振り返る。 渡すようにし，達成感を味わわせるようにす
え る。また 「あすはば屋店員バッジ」を紹介，
る ８ 次時の学習について知る。 し，次時への簡単な見通しをもつことと，次時

。(7) に対する意欲を高めることができるようにする

ヒントカードを
見ながら言えた
よ。次は見ないで
言ってみるよ。

あれ，この時はど
う言えばよかったか
な。ヒントカードで
見てみよう。

つ
か
む



５ 本 時（あすなろ学級 （１５／２０））
(1) 目 標

○ 友達との関わりを楽しみながらお店屋さんごっこを楽しむことができる。
○ 買い物をするときの手順を知り，手順通りに買い物をして，店員に「ありがとうございまし
た 」と言うことができる。。
Ａ児（３年） ○ レジで商品を出して，代金を100円硬貨で支払うとともに，受け取った商

個 品をバッグに入れて持ち帰ることができる。
人 Ｂ児（３年） ○ レジで商品を出して，代金を100円硬貨で支払うとともに 「ありがとう，
目 ございました 」と言うことができる。。
標 Ｃ児（３年） ○ レジで商品を出して，代金を100円硬貨で支払うとともに，支払った後に

財布の口をしっかり閉めることができる。
(2) 展 開

主 な 学 習 活 動 教 師 の 指 導過程 時間
○ 前時の活動のＶＴＲを見る際は，前時のめ（ ）分 １ 前時までの学習を振り返る。

あてや気を付けたことを確認してから見るこ
とで，目的をもって振り返ることができるよ２ 学習計画を確認する。
うにする。(4)

○ 行動目標が達成できたときに得ることがで３ 本時のめあてを確認する。
きる「かいものめいじんバッグ」を見せるこかいものめいじんになって 「かいも，
とで，何をするのかがはっきり分かるようにのめいじんバッグ」をもらおう。
する。(1) めあてを読む。

○ ワークシートは，子どもの書くスピードな(2) めあてをワークシートに書き写す。
どの実態を考えて，個に応じたものを作成すみ
ることで，書くことが苦手な子どもに配慮すと
る。お

○ Ａ児，Ｂ児，Ｃ児については，手順を一つす ４「買い物名人」になる手順を確認する。
，(10) (1) 商品を選び，レジに持っていく。 ずつ掲示し手順ごとの写真も掲示することで

何ができればよいのかを一目で分かるように(2) レジで商品を出し，代金を聞く。
するとともに，行う活動を赤の枠で囲むこと(3) 代金を100円玉で支払う。
で，するべきことが分かるようにする。(4) 「ありがとうございました 」と。

言う。 ○ カレンダーの値段は200円に設定し，お金は
(5) 品物を持ち帰る。 全て100円硬貨で準備をすることで，店員に言

５ 買い物の仕方について確認して，教師 われた金額を100円硬貨で支払うことができる
と一緒に練習する。 ようにする。

○ Ａ児，Ｂ児については，お金やバッグの実(1) 買い物の仕方を確認して練習する。
物を見せて手順を確認し，実際の動きをさせ
たり，言葉を言わせたりすることで，手順が
分かるようにする。さらに，動きが分かる手
順の写真を掲示して視覚的な情報を残すこと
で，いつでも確認することができるようにすか
る。つ

○ Ｃ児については，財布の口を閉める写真をど
１枚で分かるように提示することで，するべう
き行動が分かるようにする。す

○ ＶＴＲで練習の様子を振り返る際は次のポる (2) ＶＴＲで活動の様子を振り返る。
。 ，(24) (3) 振り返ったことをもとにもう一度練 イントを明確にして見るようにさせる また

その際にポイントごとの１枚写真に短い言葉習をする。
をつけることで，意識できるようにする。

。Ａ児→持ち帰る時にバッグに入れられたか
Ｂ児→お礼が言えたか。６ 練習したことを基に「あすはば屋」で
Ｃ児→財布の口を閉めることができたか。買い物をする。

○ 買い物名人になる手順については，子ども
が移動する際にはばたき学級に持って行くこ
とで，視覚的情報を常に残し，学習したこと
を確認し見通しをもつことができるようにす
る。

ふ ７ 本時の学習について振り返る。 ○ 単元マップを見ながら本時の学習を振り返
り るとともに，目標が達成できたらその点を具
か ８ 次時の学習について知る。 体的にほめながら「買い物名人バッグ」を渡
え す。また，次時のめあてを達成したらもらう
る ことができる「買い物名人手帳」を提示する
(7) ことで，意欲をもって次時に臨むことができ

るようにする。

「ありがとうご
ざいました 」。
が上手に言えた
ぞ。

カレンダーを買
うことができた
ぞ。これで買い
物名人だ。

つ
か
む


